






























































一方仲~- Iaの絶対配置はX線解析及び化学的相関により絶対配置の決定している件十 1ー カルボメト





























































うるに到らなかった D そこで立光君はさらにジナフトピシクロ (3・3・1)ノナジエン系に着目し、
ラセミ体について合成法を確立した。
以上の立花君の研究は立体化学の基礎的問題の解決に一歩を進めたものであって、理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認める。
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